
１学習内容の説明⇒２問題演習⇒３振り返り（確認テスト・相互採点・リフレクションの記入）

【内容目標】推測が正しいかどうかを判断する方法を学ぼう

□仮説検定の考え方

　集団に対して調査を行う場合，調べたい集団の全体のデータを集めることは困難な場合が多い。そのようなときに，

調べたい集団から一部を抜き出して，そのデータから集団全体の状況を推測することがある。

　ここでは，その推測が正しいかどうかを判断するつの考え方について学ぼう。
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　　　補足　この実験の代わりに，コンピュータでシミュレーションを行ってもよい。
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＜注意＞ 例１３ 

例１３
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